
 

 

 

  

 6 月 14 日、上尾市農業後継者育成確保推進対策協議会主催による親子農業体験

教室「田植え」が開催され、私も参加させていただきました。 

会場である平方堤外地区の田んぼは、昨年の台風 19号により土砂が堆積すると

いった深刻な被害を受けましたが、災害復旧にご協力いただきました皆様と地元の

皆様の熱意により例年通り田植えを開催することができました。改めてご協力いた

だきました皆様に心より感謝いたします。 

 今回は新型コロナウイルス感染症対策のため、2班に分けマスク着用で実施しま

した。初めに稲苗の植え方を教わりました。その後、泥の感触を確かめながらゆっ

くりと足を踏み入れると、「冷たい」「意外と深い」などの歓声が上がりました。 

泥だらけになりながらも一つ一つ丁寧に稲苗を植え、親子でコミュニケーションを

取りながら楽しんで作業を続けているうちに、あっという間に植え終わりました。 

 この体験は、主食である米がどのようにできるのかを学ぶと同時に、作り手の皆

様への感謝の心を育み、自然環境や食文化に興味を持つきっかけとなるとても良い

取り組みだと感じました。 

稲の学習や田植え体験は、小学校 5年生の社会科の授業や「総合的な学習の時間」

でも行われており、米作りを学ぶ機会となっています。 

秋には稲刈りの体験も予定しています。心を込めて植えた稲苗が成長し、たわわ

に実った稲穂と出会う日を楽しみにしています。 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

親子農業体験教室「田植え」を開催 
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教わりながら親子で楽しく田植え体験 心を込めて植えこみました 


